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横滞利昌先生のご退職を寿ぎて
経営学研究科委員長　夏　目　重　美
横棒利昌先生は,平成24年3月,満期ご定年を迎えられ,ご退職なされます。先生は,昭和
60年4月,本学緩営学部教授としてご着任なされ,以来今EEまで27年間にわたり,本学の発展
一筋にご尽力なされました。多くの卒業生を社会に送り出されるとともに,全学キャリア委員長
をはじめ,各種要職をお務めになられました。 El本経営学会,実践経営学会,戦略経常協会,日
本ベンチャー学会,日本ホスピタリティ・マネジメント学会等,内外の各種学会に所属され,日
本学術会議各種委員, EI本経済学会連合評議員,実践経営学会会長,戦略経営協会専務理事.日
本ホスピタリティ…マネジメント学会理事等の要職に就かれ,ご活躍なされました。平成元年に
は,ブリティッシュ・コロンビア大学大学院客員教授として渡米なされました。また,通産省
(当時)中小企業近代化審議会専門委貝,田無市(当時)補助金等審査会会長,西東京市個人情
報保護審議会会長等,国家行政,地域行政にご貢献なされましたo先生の数々のご活躍と永年の
ご労苦に対しまして,経営学研究科を代表して心からの感謝を申し上げますとともに,ご壮健に
てご定年をお迎えになられましたことに,心からのお祝いを申し上げます。
先生のご研究の足跡は,広範かつ膨大で,小生の視界を遥かに超えるものでありますが,借越
を省みず.整理してご相介させていただくとすれば,先ず名東孝二博士,古川栄一博士らの先賢
との出会いを端緒とするマーケテイング・経営学頚城における実践的・戦略論的接近,山本安次
郎博士のご研究を柱とする哲学的・方法論的基盤形成,マルコム・ポルドリッジのご研究と顧客
価値創造の視座に立つ響存のマネジメントの提唱,これらをさらに発展させた老舗企業のご研究
やホスピタリティ…マネジメントのご研究,そして,日・中・韓を中心とするアジア諸国のご研
究といった頚城に大別できるように思われますoこれらのご業横の大要は,巻末の目録に見るこ
とができますが,中でも,先生が編著者として平成12年に生産性出版から刊行された『老舗企
業の研究』は,翌年,実践経営学会学術研究奨勧賞を受賞されておられますO　日本経営学会偏に
より千倉書房から刊行された単著Fマルコム・ボルドリッチの全体像A,その他数々の著書・論
文は,学界や一般社会に大きな影響を与えてこられました。
先生と最初にお会いしたのは,先生が本学にご着任になられる以前のこととなります。先生
は,日本大学経済学部,早稲EEl大学商学研究科修士課程を修了された後,すでに他大学において
ご教暦を蓄積されておられましたが,昭和51年に本学軽骨学研究科博士後期課程設置に伴い,
同課程1期生としてご入学なされました。当時,本学経営学研究科には,旧来の教授陣に加え,
大学院設置に際して招聴されていた古川栄一博士,山本安次郎博士といった学界の重鎮が大勢在
籍されており,こうした先生方を慕われ,更なるご啓発を目指し,ご入学をご決断されたことと
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拝察しておりますo光栄なことに,小生も曲折を経て,当時の本学経営学研究科に在籍してお
り,同期生として一時期を過ごさせていただきましたOこのことが,年齢もご経歴も及びもつか
ない先生から,いつも親しくお声かけいただけるようになった-一因になっているものと,密かに
感謝しておりますO
近年における先生の際立ったご活躍は,日.中.韓における実践的経営管理に関心を有する研
究者…実務家による学術大会の開催と,開催にあたって日本側代表として,奮迅のお骨折りをい
ただいていることでありますO第1回(2005年)は中国上海市「上海市経済管理幹部学院」,節
2匝l (2006年)は韓国釜山広域市「東義大学」,第3回(2007年)は「亜珊亜大学」と各国を一
巡し,その後一度も切れることなく,第4回(2008年) 「上海市経済管理幹部学院」,第5回
(2009年) 「東義大学」,第6回(2010年)東京「ハリウッド大学院大学」と継続し.昨年第7回
(2011年)は三順目の始まりとなり, 「上海市経済管理幹部学院」において盛大に開催されまし
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言語…　国状,習慣の異なる三国から,研究者や実務家が一堂に会することは, 「言うは易し行
うは難し」のたとえのとおり,大変ご苦労の多いことであります。先生は,日本側代表として参
加者や支持者をまとめるだけでなく.次々に起こる困難な課・題について,中国側,韓国側代表と
綿密に話し合い,解決しながら,今日までの大会開催を継続してこられました。先生のこうした
エネルギーの源泉は,日・中・韓三国による相互研究と,相互信板の重要性について,ゆるぎな
い信念を有しておられるからに他なりませんo
小生は,たまたま韓国側代表と旧知の仲にあったことと,先生が主導されておられることか
ら,この学術大会に特別の親近感を覚え,専門領域は若干異なりますが,過去5回参加させてい
ただくという,貴重な機会を得ることができました。新たな多くの知己を得たばかりか,これま
でにない研究の視野を拡大することができました。
さて,先生が学ばれ,さらに教授としてご指導いただいた本学経営学研究科は,博士後期課程
在籍者1名の修了を待って,改組転換後のアジア国際…経営戦略研究科に引き継がれ,その主た
る役割を終えることとなります。先生の本学経営学研究科に残されたご業績の数々は,指導を受
けた多くの卒業生,同僚教職Llの心に深く刻まれ,本学の発展史に永く記録され,継承されてい
くものと信じます。
先生は.ご退職後も他大学,研究機関等から引く手数多とお聞きしております。今後-一層ご活
躍の機会も増え,ご多忙の日々をお過ごしになられることかと存じますが,折に触れて本学にも
お越しいただき,ご健勝にていつまでもご指導,ご鞭撞くださいますことを衷心よりお願いし,
ご退職を寿ぎて感謝の誠を捧げる　-文といたします。
(2012年1月吉日,桜堤の寓居にて)
